
◎

１
２
日
／
あ
ら
か
ぶ
さ
ん
を
支
え
る
会
・
運
営

委
員
会

◎

１
４
日
／
北
九
州
地
域
組
合
員
会
議

◎

１
５
日
／
あ
ら
か
ぶ
さ
ん
第
５
回
公
判

◎

１
６
日
／
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
県
民
講
座
（
本

村
委
員
長
講
演
）

◎

１
７
日
／
第
２
回
執
行
委
員
会

◎

１
８
日
／
中
村
敦
夫
独
演
会
実
行
委
員
会

◎
１
９
日
／
平
和
ネ
ッ
ト
街
宣
行
動
、
外
国
人
実
習

生
権
利
ネ
ッ
ト
会
議

◎

２
０
日
／
交
運
労
協
交
渉
（
ハ
イ
タ
ク
）

◎

２
２
日
／
集
中
連
帯
行
動

◎

２
３
日
／
狭
山
小
倉
駅
前
定
例
座
り
込
み
、
組
合

忘
年
会

１
１
月
５
日
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
第
２
２
回

定
期
大
会
が
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
真
鶴

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
代
議
員
、
傍
聴
、
来
賓
、
支

援
共
闘
な
ど
９
７
名
の
結
集
で
勝
ち
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
組
合
結
成
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、

元
大
川
副
委
員
長
の
１
４
年
５
ヶ
月
間
の
下

田
産
業
闘
争
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
䦕
が
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
途
中
で
止
ま

り
ま
し
た
。
（泣
）

議
長
選
出
後
、
本
村
委
員
長
か
ら「
今
年

２
２
回
大
会
を
迎
え
る
中
で
、
本
当
に
労
働

組
合
が
生
き
る
か
死
ぬ
か
、
そ
の
存
在
が
問

わ
れ
て
い
る
」「
資
本
主
義
が
地
球
を
一
周

し
、
労
働
者
の
中
に
格
差
を
作
り
収
奪
す
る

攻
撃
と
闘
お
う
」と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
、

ま
た
、
下
請
け
労
働
者
を
捨
て
駒
の
よ
う

に
扱
う
東
電
、
九
電

を
相
手
取
っ
て
損
害

賠
償
請
求
裁
判
を

行
な
っ
て
い
る
、
あ

ら

か

ぶ

さ

ん
（
仮

名
）
か
ら
、
裁

判
の

報
告
や
支
援
の
呼

び
か
け
が
あ
り
ま
し

た
。大

会
で
は
、
２
０

１
７
年
活
動
報
告
、

２
０
１
８
年
運
動
方

針
案
、
決
算
と
予
算

案
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の

確
立
投
票
、
役
員
投

票
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、

争
議
解
決
し
た
東
洋
建
設
工
業
分
会
、
勝

利
和
解
し
た
ト
ー
タ
ス
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
分

会
、
携
帯
保
持
処
分
撤
回
闘
争
の
勝
利
を
か

ち
と
っ
た
大
成
運
輸
分
会
、
春
闘
争
議
解
決

庄
内
衛
生
舎
分
会
、
解
雇
撤
回
闘
争
解
決

予
定
の
新
生
物
流
サ
ー
ビ
ス
分
会
、
昭
和
タ

ク
シ
ー
分
会
、
組
合
つ
ぶ
し
不
当
解
雇
で
こ

れ
か
ら
労
働
委
員
会
闘
争
に
入
る
日
本
セ
レ

モ
ニ
ー
分
会
な
ど
か
ら
積
極
的
な
発
言
が
行

わ
れ
、
議
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
執
行
部
も
一
部
交
代
し
、
臼
杵
運

送
分
会
、
東
洋
建
設
工
業
分
会
、
せ
い
う
ん

会
か
ら
４
名
が
執
行
委
員
と
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
最
後
に
は
、
今
期
よ
り
副
委
員
長
と

な
っ
た
真
部
さ
ん
が
閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
め
、
そ
の
後
は
交
流
会

で
団
結
を
深
め
ま
し
た
。

１
０
月
７
日
～
８
日
、
第
２
９
回
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
全
国
交
流
集
会
が
福
岡
市
の
津

久
志
会
館
で
開
催
さ
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
は
、
全
国
約
７
５
の
ユ
ニ
オ
ン
、
約
２
万
人
の

組
合
員
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
福
岡
県
内
で

は
、
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
と
全
国
一
般
福
岡

地
本
が
加
盟
し
て
お
り
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
も

昨
年
の
広
島
大
会
か
ら

参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

１
日
目
は
、
特
別
闘

争
報
告
と
し
て
、
東
京

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
、
よ
こ

は
ま
シ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
、

全
国
一
般
岡
野
バ
ル
ブ

分
会
、
ユ
ニ
オ
ン
み
え
か

ら
闘
い
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
岡
大
学
の
勝
山
吉
章
教
授
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
安
元
弁
護

士
、
中
野
麻
美
弁
護
士
、
ユ
ニ
オ
ン
全
国
ネ
ッ

ト
岡
本
事
務
局
長
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
連
合
福
岡
ユ
ニ
オ
ン
の
寸
劇

と
歌
が
披
露
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
民
進
党
、

社
民
党
、
自
治
労
県
本
部
か
ら
も
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
１
１
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
学

習
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
必
要
な
内
容
で
あ

り
、
ど
こ
に
入
る
か
悩
み
ま
し
た
。

全
体
で
は
４
３
１
名
の
参
加
で
大
成
功
で

し
た
。

続
く
１
０
月
８
日
～
９
日
、
同
じ
く
福
岡
市

内
で「
ユ
ニ
オ
ン
・
合
同
労
組
連
絡
会
」
第
２
回

全
国
交
流
会
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
呼
び
か
け
人
で
あ
る
全
国
一

般
全
国
協
・平
賀
委
員
長
、
岐
阜
一
般
・本

間
委
員
長
、
全
国
一
般
福
岡
地
本
・山
岡
委

員
長
よ
り
問
題
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
外
国
人
労
働
者
の
組
織
化
」を
テ
ー

マ
に
中
小
労
組
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
鳥
井
事

務
局
長
、「
就
労
移
行
支
援
事
業
」を
テ
ー
マ

に
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
の
大
川
前
副
委
員
長
か

ら
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
３
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
、
学

習
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、「
組
織
化
の
経
験
・
報
告
」と
し

て
、
福
祉
・
介
護
・医
療
労
働
者
組
合
の
但
馬

さ
ん
と
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
見
口
さ
ん
か
ら
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト

ユ
ニ
オ
ン
の
清
水
委
員

長
か
ら
の
報
告
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ

ン
全
国
集
会
か
ら
の

３
日
間
、
非
常
に
中

身
の
濃
い
３
日
間
で

し
た
。
今
後
の
組
合

活
動
に
ぜ
ひ
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
！

【第２２期役員体制】

執行委員長 本村 真（西鉄タクシー分会）

副委員長 真部 康行（臼杵運送分会）

同 見口 要（北九州地域分会）

書 記 長 末永 弘美（北九州地域分会）

書記次長 薄 寿敏（林田建設分会）

同 和田 和善（庄内衛生舎分会）

執行委員 藤井 満広（大島建設分会）

同 伏谷 晃司（北九州地域分会）

同 疋田 秀章（臼杵運送分会）

同 下田 祐一（新生物流分会）

同 越智 道生（北九州地域分会）

同 野村 尚子（せいうん会分会）

同 板井 義治（臼杵運送分会）

同 小橋 政憲 （臼杵運送分会）

会計監査 矢野 理夫（林田産業分会）

同 矢野 尚美（北九州地域分会）

投票管理委員 竹下 尚助（北九州地域分会）

同 末永 俊和（Ｅキューブ分会）

今
年
に
入
り
、
米
軍
岩
国
基
地
で
は
基
地

の
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
国

外
で
は
初
め
て
と
な
る
Ｆ
３
５
Ｂ
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
の
配
備
、
空
母
艦
載
機
や
戦
闘
攻
撃

機
Ｆ
Ａ
１
８
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
、

来
年
５
月
ま
で
に
次
々
と
移
転
、
配
備
さ
れ

る
予
定
で
す
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
１
１
月
２
５
～
２

６
日
に
行
わ
れ
た
岩
国
行
動
に
は
、
全
国
一

般
福
岡
地
本
よ
り
２
１
名
（
ユ
ニ
オ
ン
１
８
名
、

北
九
州
支
部
２
名
、
筑
豊
支
部
１
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
２
時
よ
り
国
際
連
帯
集
会
、
そ

の
後
労
働
者
反
戦
集
会
が
開
催
さ
れ
、
全
港

湾
や
全
労
協
の
仲
間
と
と
も
に
福
岡
地
本

も
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
報
告
と
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
積
極
的
な
質

問
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
か

ら
の
交
流
会
で
は
、
最
後
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
を
大
合
唱
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２
日
目
は
朝
か
ら
岩
国
基
地
と
愛
宕
山
の

米
軍
住
宅
建
設
地
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

参
加
し
ま
し
た
。
２
年
前
に
参
加
し
た
組
合

員
は
、
住
宅
建
設
地
が
変
わ
り
果
て
て
い
た

こ
と
に
驚
き
、
ま
た
、
私
た
ち
の
血
税
が
、
本

当
に
必
要
な
福
祉
や
医
療

な
ど
で
は
な
く
、
米
軍
の
た

め
の「
思
い
や
り
予
算
」と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
参

加
者
全
員
が
怒
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
内
の
公
園
で
ミ

ニ
集
会
、
基
地
へ
向
け
て
の
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。今年は福岡地本との共催で行いました。

４９名の参加で大成功でした！



８
月
２
５
日
、
日
本
セ
レ
モ
ニ
ー
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
運
転
手
Ｙ
さ
ん
に
対
す
る
一
方
的
な
解

雇
を
行
い
ま
し
た
。

解
雇
理
由
は
、
①
Ｙ
さ
ん
が
パ
ー
ト
女
性

に
対
し
セ
ク
ハ
ラ
発
言
を
行
っ
た
。
②
Ｙ
さ
ん

が
パ
ー
ト
女
性
に
対
し
威
圧
的
な
態
度
で
詰

問
し
た
。
③
休
憩
室
で
女
性
従
業
員
ら
に
威

圧
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
④
以
前
か
ら
複
数

の
女
性
従
業
員
に
対
し
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
理
由
は
一
方
的
な
も
の

で
す
。
会
社
は
、
Ｙ
さ

ん
に
対
す
る
事
情
聴

取
も
行
わ
ず
弁
明
の

機
会
も
い
っ
さ
い
与
え

ず
、
わ
ず
か
２
日
後

に
い
き
な
り
解
雇
を

強
行
し
た
の
で
す
。
組

合
は
、
正
確
な
事
実
を

把
握
す
る
た
め
に
、
女

性
側
だ
け
で
な
く
Ｙ
さ

ん
本
人
か
ら
も
話
を

聞
く
よ
う
に
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
な
ぜ
解
雇

と
決
め
た
の
か
を
団
体

交
渉
で
説
明
す
る
よ

う
要
求
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
会
社
は
、
組
合

の
団
交
要
求
を
い
っ
さ

い
拒
否
し
て
い
ま
す
。

組
合
は
、
９
月
８
日

に
本
社
に
対
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
、
そ
の

後
、
９
月
２
８
日
、
１
０
月
２
７
日
、
１
１
月
２

８
日
に
典
礼
会
館
お
よ
び
本
社
に
対
す
る
抗

議
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
１
０
月
１
８
日
に
は
福
岡
県
労
働
委

員
会
へ
救
済
の
申
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
１
１

月
３
０
日
に
は
第
１
回
調
査
が
行
わ
れ
、
会

社
に
対
し
解
雇
に
い
た
る
過
程
を
説
明
す
る

よ
う
、
厳
し
い
求
釈
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

若
松
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
ふ
ぁ
み
り
に
勤
務
し
て

い
た
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
が
、
会
社
の
事

業
廃
止
に
と
も
な
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
会
社

と
の
闘
い
を
始
め
ま
し
た
。

４
月
末
で
事
業
を
閉
鎖
す
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
、
組
合
員
の
ケ
ア
マ
ネ
は
、
自
分
た

ち
で
自
主
事
業
を
立
ち
上
げ
、
事
業
廃
止
に

よ
っ
て
迷
惑
を
こ
う
む
る
利
用
者
た
ち
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
受
け
皿
に

も
な
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
社
長
は
、
利
用

者
を
勝
手
に「
引
継
ぐ
」と

し
て
、
退
職
し
た
者
は
利
用

者
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
、

と
、
介
護
保
険
法
に
反
す
る

利
用
者
の
線
引
き
を
強
要
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
利
用
者
に
対
し「
ユ
ニ
オ
ン
に
入
っ
て

会
社
に
さ
か
ら
っ
て
い
る
」な
ど
の
誹
謗
中
傷

を
行
う
ば
か
り
で
な
く
、
二
人
の
組
合
員
に

対
し
、
損
害
賠
償
裁
判
の
不
当
訴
訟
を
行
う

と
い
う
攻
撃
に
出
て
き
た
の
で
す
。

二
人
は
、
不
当
訴
訟
で
あ
る
と
し
て
逆
に
、

損
害
賠
償
請
求
裁
判
に
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
次
回
公
判
は
１
２
月
２
６
日
で
す
。

従
来
よ
り
組
合
員
で
あ
る
Ｓ
さ
ん
が
、
２
年

半
ほ
ど
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
Ｅ
キ
ュ
ー
ブ
と

い
う
会
社
で
、
社
長
お
よ
び
先
輩
社
員
に
暴

行
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
、
会
社
に
対
し
団
体

交
渉
の
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

Ｅ
キ
ュ
ー
ブ
は
、
従
業
員
わ
ず
か
５
名
の
小

さ
な
会
社
で
す
が
、
日
鉄
住
金
テ
ッ
ク
ス
エ
ン

ジ
か
ら
の
仕
事
を
受
け
、
新
日
鉄
の
構
内
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

９
月
１
５
日
に
団
交
を
行
い
、
会
社
は
、
Ｓ

さ
ん
に
対
す
る
暴
行
を
す
べ
て
認
め
、
平
謝

り
に
謝
罪
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
二
度
と
そ

の
よ
う
な
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
を
誓
約
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
第
三
者
行
為
に
よ

る
労
働
災
害
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
会
社
も
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
確

約
さ
せ
ま
し
た
。

１
１
月
２
日
、
８
ヶ
月
ぶ
り
に
団
体
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
有
給
休
暇
問
題
と
管
理
職
の
パ
ワ
ハ

ラ
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
組
合
は
、

１
１
月
の
約
１
ヶ
月
間
、
有
休
と
し
て
処
理
す

る
こ
と
を
要
求
。
こ
の
問
題
は
、
以
前
か
ら
タ

ク
シ
ー
の
職
場
で
常
に
論
争
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
が
、
社
長
も
い
ろ
い
ろ
と
抵
抗
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
組
合
は
粘
り
強
く
説
得
。
最

終
的
に
会
社
は
有
休
を
認

め
、
ま
た
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

も
管
理
職
を
指
導
す
る
こ

と
を
確
認
。
そ
の
場
で
確
認

書
を
締
結
し
ま
し
た
。

１
１
月
２
４
日
の
冬
期
一
時
金
交
渉
は
、

夏
期
同
額
で
妥
結
し
ま
し
た
。
雨
合
羽
、
防

寒
着
支
給
の
継
続
事
項
で
は
、
今
春
雨
靴
支

給
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
が
、
雨
合
羽
、
防
寒

着
は
来
年
の
交
渉
へ
と
持
ち
越
し
ま
し
た
。
ま

た
、
有
給
休
暇
取
得
の
際
、
手
当
の
賃
金

カ
ッ
ト
問
題
で
は
、
会
社
は
手
当
の
名
称
を

変
更
し
た
だ
け
で
賃
金
カ
ッ
ト
は
変
わ
ら

ず
、
平
行
線
で
終
わ
り
ま
し
た
。

社
会
的
に
も
有
給
休
暇
を
取
得
の
際
、
賃

金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
従
業
員
が
不
利
益
に
な

る
こ
と
は
ま
っ
た
く
お
か
し
い
こ
と
で
す
。
会

社
は
有
給
休
暇
を
取
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
到
底
承
服
は
で

き
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
公
的
機
関
へ
の

申
し
立
て
、
今
春
闘
同
様
争
議
に
な
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
、
継
続
し
て
交
渉
し
て
い
き

ま
す
。

人
員
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
る
大
島
建

設
で
は
、
１
１
月
２
７
日
に
冬
期
一
時
金
の
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

会
社
の
状
況
と
し
て
は
、
業
績
は
安
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
見
通
し
も
堅
実

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
や

は
り
新
入
社
員
を
入
れ
て
も
な
か
な
か
続
か

な
い
と
い
う
状
況
で
、
会
社
も
５
年
未
満
の

賃
金
の
底
上
げ
を
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

一
時
金
に
つ
い
て
、
夏
と

同
額
の
１
・２
４
ヶ
月
の
会
社

回
答
を
０
・０
１
ア
ッ
プ
さ

せ
、
１
・２
５
ヶ
月
で
妥
結
し

ま
し
た
。

８
・
３
１
本
社
団
交

８
月
３
１
日
、
新
門
司
市
民
セ
ン
タ
ー
で
本

社
団
交
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
社
側
は
、
玉

井
常
務
の
他
、
北
九
州
、
福
岡
、
熊
本
、
鳥
栖

の
統
括
支
店
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

前
回
か
ら
の
継
続
協
議
と
し
て
、
女
性
従

業
員
の
正
社
員
化
・待
遇
改
善
要
求
、
技
能

職
・乗
務
員
の
賃
金
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
、
歩
合
率
の
問
題
、
製
品
破
損
時
の
処

分
に
つ
い
て
、
班
長
制
度
、
夏
期
賞
与
の
支
給

基
準
等
、
多
岐
に
わ
た
る
議
題
に
つ
い
て
２
時

間
あ
ま
り
協
議
し
ま
し
た
。

来
年
３
月
に
は
、
５
年
以
上
契
約
を
更
新

し
た
契
約
社
員
を
正
社
員
と
す
る
よ
う
法

制
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
社
は
、
法
に
も
と
づ

い
て
行
う
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
事

務
部
門
の
合
理
化
を
見
据
え
て
お
り
、
正
社

員
と
な
っ
て
も
待
遇
が
変
わ
ら
な
い
（
あ
る
い

は
悪
く
な
る
）こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
今
後
も

交
渉
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
班
長
制
度
の
矛
盾

点
に
つ
い
て
、
こ
の
間
の
団

交
で
厳
し
く
追
及
し
て
い
ま

す
。
会
社
は
乗
務
員
に
関

し
て
は
班
長
制
度
を
な
く

し
、「
指
導
乗
務
員
」
制
度
へ
と
移
行
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
各
店
所
で
の
説
明
が
充

分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
す
。

１
１
・
１
店
所
団
交

１
１
月
１
日
は
、
鳥
栖
の
市
民
セ
ン
タ
ー
に

て
、
福
岡
（箱
崎
）
・鳥
栖
・
熊
本
営
業
所
の
店

所
団
交
（
労
使
協
議
会
）を
行
い
ま
し
た
。

会
社
側
は
、
玉
井
常
務
の
他
、
井
戸
統
括

支
店
長
、
大
塚
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
宮
本
支
店
長
、

関
支
店
長
、
富
田
所
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

福
岡
営
業
所
の
件
で
は
、
大
型
乗
務
員
の

歩
率
の
改
善
や
、
休
日
出
勤
の
問
題
、
全
農

の
未
払
い
賃
金
問
題
、
組
合
員
の
事
故
に
対

す
る
措
置
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
栖
営
業
所
で
は
、
女
性
用
ト
イ
レ
の
増

設
、
空
車
回
送
手
当
問
題
、
倉
庫
の
人
員
基

準
と
採
用
の
問
題
、
従
業
員
に
対
す
る
指
導

の
問
題
等
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
営
業
所
で
は
、
班
長
と
指
導
乗
務
員

の
問
題
、
エ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
２
回
運
行
問

題
、
手
卸
の
手
当
の
問
題
等
が
協
議
さ
れ
ま

し
た
。
協
議
の
中
で
、
班
長
に
な
る
た
め
の
基

準
が
明
確
で
な
く
、
立
候
補
で
な
っ
た
人
も
い

る
こ
と
が
判
明
。
見
直
す
こ
と
を
会
社
に
要

求
し
ま
し
た
。

毎
月
の
集
中
連
帯
行
動
で
、
コ
レ
ッ
ト
前
で

の
情
宣
行
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

並
行
し
て
進
め
て
い
る
裁
判
で
、
和
解
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
解
雇
さ
れ
、
１
人
で
仮
処
分

を
闘
い
身
分
保
全
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
が
、

会
社
の
一
方
的
な
出
社
命
令
を
受
け
て
ユ
ニ

オ
ン
北
九
州
に
加
入
。
そ
れ
か
ら
、
団
交
、
暫

定
就
労
、
社
前
抗
議
行
動
、
コ
レ
ッ
ト
へ
申
し

入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
抗
議
行
動
な
ど
、
裁

判
と
併
用
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

裁
判
で
は
、
女
性
弁
護
士
３
名
を
含
む
弁

護
団
が
結
成
さ
れ
、
会
社
の
主
張
を
撃
退
し

て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
納
得
で
き
な
い
こ
と

は
あ
る
け
れ
ど
、
仮
処
分
で
解
雇
無
効
が
認

め
ら
れ
仮
給
付
が
始
ま
っ
て
ち
ょ
う
ど
１
年
、

と
い
う
節
目
に
な
り
、
収
拾
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

和
解
の
内
容
に
つ
い
て
は
詳
細
は
公
開
で
き

ま
せ
ん
が
、
勝
利
的
な
内
容
で
和
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
支

援
を
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！当

該
の
Ｓ
さ
ん
は
、

新
た
な
資
格
を
身
に

着
け
る
べ
く
勉
強
を

始
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間
と

し
て
一
緒
に
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。


